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地域ネット

西東京ネット
映画「おクジラさま　ふたつの正義の物語」
10月19日（土）① 13：10～　② 15：00～
プラス・ド・パスレル（保谷駅）　1000円、子ども・
学生 500円　042-453-4124

国立／国分寺ネット
山内れい子の都政フォーラム　ゲノム編集食品
何が問題？
10月20日（日）10：00～ 12：00　さくらホー
ル（国立駅）　講師：天笠啓祐　300円　042-
575-7865

八王子ネット
「道草」上映会　八王子平和強化月間 2019・
Peace８参加企画
10月22日（火・休）① 11：00 ～　② 14：00
～　③ 18：00～　アミダステーション1階（京
王八王子駅）　前売 1000円・当日1200円
042-623-8802

府中ネット
絵本で感じる憲法～ありのままのあなたが大切
10月26日（土）14：00 ～ 16：00　男女共同
参画センター・フチュール（中河原駅）　講師：
山崎翠　042-360-4443

世田谷ネット
笑いの力で心も体も健康に！～作り笑いが、本
物の笑いに変わる
10月29日（火）14：00 ～ 15：00　ねこの縁
がわ・みぃの家（千歳烏山駅）　講師：神田香
織　03-3420-0737

武蔵野ネット
「争点隠ぺい」安倍政権の言説戦略とは？　呪
いの言葉の解きかた inむさしの
11月1日（金）19：00～ 21：00　かたらいの
道市民スペース（三鷹駅）　講師：上西充子
500円　0422-36-3767

清瀬ネット
種子法廃止で起こる問題！食品の安全を考える
11月8日（金）10：00 ～ 13：00　清瀬消費
生活センター（清瀬駅）　講師：印鑰智哉ほか
500円（昼食付）　主催：運動グループ地域協
議会 042-494-8720

　2016年7月、沖縄県本島北部にある米軍北部訓練場内に新
しいヘリパッド建設を強行するため、人口約150人の東村高江
に全国（東京都他1府3県）から500名以上の機動隊が派遣され
た。普天間基地の返還条件の一つに高江集落を囲む6つのヘリ
パッドの新設がありそれに基づくもの、というのが政府の言い
分だ。2014年には2つのヘリパッドが完成し、すでに住民の合
意のないままオスプレイの離発着に使用されている。残り4つ
のヘリパッド建設に対して、高江住民をはじめ多くの市民が10
年近く非暴力で座り込みを続けて反対し、ヘリパッド使用につ
いても政府に詳細な説明を求めてきた経緯がある。しかし政府
は、説明はおろか機動隊を派遣してヘリパッド建設に反対する
市民を力づくで排除させ、建設を再開した。5カ月間機動隊は
強制排除、恫喝、暴力、違法行為を繰返した。
　私たちは、都民の税金から給与が支払われる警視庁機動隊の
高江派遣に正当な理由はないとして、地方自治法第242条に基
づき機動隊派遣の中止を求める住民監査請求を申し立てたが
却下された。それを不服として、2016年12月20日、原告184名、
代理人弁護士62名で「警視庁機動隊沖縄への派遣は違法」住民
訴訟を、東京都を被告として東京地方裁判所に提訴した。
　警視庁機動隊は2015年に辺野古にも派遣されているが、私た
ちは、2度目の派遣を止められなかった派遣元地域住民として
の責任を負っている。今後二度と派遣させてはならないという
強固な意思を持ち、私たちが収めた税金が本派遣に支出され、
高江住人の暮らしを、やんばるの豊かな自然を壊したという耐
え難い事実を自覚して本訴訟に臨んできた。一方被告は、派遣
の正当性を主張するばかりで、裁判に真摯に向き合おうとしな
かった。この事態に裁判所は、被告に対して、派遣が正当だった
根拠を示すように指示し、原告が申請した証人7人全員を採用

した。これは、裁判所が事実を解明しようとする姿勢だと考え
ている。10回の口頭弁論、3回の証人尋問で、 ▼本派遣に正当
な理由がないこと、 ▼派遣手続きが不透明であること、 ▼現地
での警察行動が違法であること、が明らかになり、さらに、 ▼ヘ
リパッド建設そのものに違法性が高いことから本機動隊派遣
は違法である——と立証できたと考えている。
　第1回口頭弁論から結審まで、東京地方裁判所で一番大きな
法廷は毎回傍聴人で一杯になった。提訴から3年。2019年12
月16日判決を迎える。来る判決結果に注目していただきたい。

警察庁機動隊沖縄への派遣は違法住民訴訟原告／
小平・生活者ネットワークメンバー　武田　恵

学
校
が
ゆ
が
め
る
子
ど
も
の
心

「
道
徳
」教
育
の
歴
史
と「
教
科
化
」の
問
題
点

に
掲
げ
る
や
り
方
は
、
1
9
8
0
年
代

の
中
曽
根
首
相
や
2
0
0
0
年
代
の

小
渕
首
相
の
政
権
時
代
に
も
行
わ
れ
て

い
る
。06
年
に
第
一
次
安
倍
政
権
が
成

立
す
る
と
、
最
初
の
私
的
諮
問
機
関「
教

育
再
生
会
議
」
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
年
、

教
育
基
本
法
が
「
改
正
」
さ
れ
道
徳
教

育
や
愛
国
心
に
関
す
る
記
述
が
導
入
さ

れ
た
。翌
07
年
に
「
教
育
再
生
会
議
」
は

道
徳
の
教
科
化
を
提
言
、
安
倍
退
陣
に

よ
り
い
っ
た
ん
棚
上
げ
と
な
る
が
12
年

に
返
り
咲
い
た
第
二
次
政
権
の
下
で
復

活
、つ
い
に
実
現
に
至
る
。

子
ど
も
の
内
心
に
国
家
が
介
入

す
る
⁉

　

す
な
わ
ち
道
徳
の
教
科
化
は
、
子
ど

も
の
現
実
と
も
教
育
現
場
と
も
無
縁

な
、
政
治
的
策
動
の
成
果
と
言
え
る
。い

じ
め
問
題
は
都
合
よ
く
利
用
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
だ
。新
自
由
主
義
的
な
効
率

優
先
・
成
果
至
上
主
義
が
進
行
し
た
結

果
と
し
て
の
、社
会
病
理
の
ひ
と
つ
が
い

じ
め
で
あ
り
、
道
徳
教
育
が
防
止
や
解

決
に
つ
な
が
る
な
ど
は
あ
り
得
な
い
。

　

道
徳
教
科
化
の
問
題
点
は
、
大
き
く

言
っ
て
３
つ
。先
述
の
よ
う
に
「
教
育
的

な
ら
ぬ
政
治
的
産
物
で
あ
る
こ
と
」
と
、

他
の
教
科
と
は
異
な
る
「
特
別
の
教
科
」

と
い
う
枠
が
つ
く
ら
れ
た
。そ
こ
ま
で

し
て
教
科
化
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
2
0
1
1

年
に
滋
賀
県
大
津
市
で
中
2
男
子
生
徒

が
い
じ
め
自
殺
し
た
こ
と
だ
が
、
実
際

に
制
度
化
に
誘
導
し
た
の
は
、
12
年
に

安
倍
首
相
が
設
置
し
た
「
教
育
再
生
実

行
会
議
」
だ
。文
部
科
学
省
の
機
関
会
議

で
は
な
く
首
相
個
人
の
意
向
を
受
け
た

私
的
諮
問
機
関
が「
道
徳
」を
教
育
課
題

安
倍
政
権
が
進
め
た
教
科
化

　
「
道
徳
」
と
は
人
間
の
社
会
生
活
を
円

滑
に
す
る
合
意
事
項
で
あ
り
「
体
系
化

で
き
る
よ
う
な
一
般
性
を
も
つ
も
の
で

は
な
い
」
と
池
田
さ
ん
は
言
う
。だ
か
ら

道
徳
は
学
問
た
り
え
な
い
、「
教
科
化

は
不
可
能
」
と
い
う
わ
け
だ
。そ
れ
を
無

理
や
り
教
科
に
格
上
げ
す
る
た
め
、
道

徳
課
の
免
許
状
が
な
く
て
も
担
任
が
指

導
で
き
る
、点
数
評
価
は
し
な
い
、な
ど

「
教
科
書
に
見
ら
れ
る
内
容
」「
評
価
の

問
題
」
が
そ
れ
だ
。実
際
の
授
業
の
多
く

は
、
教
科
書
の
読
み
物
を
も
と
に
、
学
習

指
導
要
領
が
規
定
す
る
4
領
域
22
項
目

（
徳
目
）
に
つ
い
て
理
解
を
促
す
も
の
だ

が
、
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
一
定
の
価
値
観

に
導
く
こ
と
で
心
の
自
由
が
奪
わ
れ
同

調
圧
力
が
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
だ
。体
制

に
従
順
な
遵
法
精
神
や
自
己
責
任
・
自
己

犠
牲
が
奨
励
さ
れ
、
社
会
的
課
題
も
人

権
問
題
も「
優
し
さ
」「
心
の
あ
り
よ
う
」

で
す
べ
て
解
決
で
き
る
よ
う
な
筋
立
て

は
、
一
見「
よ
い
こ
と
」に
見
え
る
が
批
判

力
や
主
権
者
意
識
は
育
ち
よ
う
が
な
い
。

　

教
科
化
に
よ
っ
て
必
須
と
な
っ
た

「
評
価
」に
つ
い
て
、
文
科
省
は
当
面
、
点

数
は
つ
け
ず
記
述
式
と
し
他
者
と
比
較

し
な
い
、
個
別
項
目
の
評
価
は
し
な
い
、

な
ど
と
し
て
い
る
。だ
が
「
問
題
は
『
評

価
』
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
」
だ
、
と
池

田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。人
の
内
心
の
あ

り
方
に
公
権
力
の
介
入
を
許
す
こ
と
に

な
り
、
そ
も
そ
も
近
代
が「
学
校
」と
い

う
制
度
を
通
し
て
構
築
し
て
き
た
監
視

シ
ス
テ
ム
の
完
成
と
見
る
べ
き
で
は
な

い
か
、と
。

　

こ
の
状
況
に
あ
っ
て
「
押
し
付
け
な

い
」
道
徳
の
授
業
は
不
可
能
な
の
か
。教

科
書
を
結
末
ま
で
読
ま
せ
な
い
「
中
断

読
み
」
に
よ
り
多
様
な
意
見
を
引
き
出

す
、
あ
る
教
師
た
ち
の
取
り
組
み
は
答

え
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。市
民
社
会
で

教
育
に
何
を
求
め
る
の
か
、
私
た
ち
が

学
校
に
伝
え
る
努
力
も
必
要
だ
。

杉
並
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

長
／
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
前

都
議
会
議
員
　
　
　
　
　
　
小
松
久
子

　
2
0
1
8
年
4
月
よ
り
小
学
校
で
、
19
年
4
月
に
中
学
校
で
始
ま
っ
た
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」。学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
1
9
5
8
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た「
道
徳
の
時
間
」は
教
科
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
の「
教
科
」で
は
何
が
違
う
の
か
。な

ぜ「
特
別
」な
の
か
。道
徳
の
教
科
化
を「
戦
前
の『
修
身
』『
教
育
勅
語
』の
復
活
」と
警
鐘
を
鳴
ら
す
中
央
大
学
文
学
部
教
授
、

池
田
賢
市
さ
ん
を
講
師
に
招
き
8
月
7
日
、学
習
会
が
も
た
れ
た（
於
：
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
室
）。

提訴から3年。結審後の報告集会で、原告、参加者らと「警視庁機動隊の沖縄への派
遣は違法」住民訴訟を振り返る弁護団。2019年8月27日、日本弁護士会館

学習会「道徳教育の歴史と『教科化』の危うさ」（主催：東京・生活者ネットワーク／一般社団
法人市民セクター政策機構）。講師の池田賢市さん（中央大学文学部教授）、8月7日、東京・
生活者ネット会議室

住民訴訟 /判決間近！

警
視
庁
機
動
隊
の
沖
縄
派
遣
は
違
法
！ 

派
遣
理
由
も
手
続
き
も
不
透
明
、

ヘ
リ
パ
ッ
ド
工
事
自
体
が
違
法
行
為
だ

※生活者ネットワークは、警視庁機動隊の沖縄県東村高江への違法
派遣を重く問題視し、2017年2月20日の住民訴訟決起集会に賛同。
同年の都議会第3回定例会では、この問題について文書質問するな
ど、住民訴訟原告団との連携・連帯をはかってきた経緯がある。
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武
蔵
野
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

西
園
寺
み
き
こ

　

昨
年
末
可
決
し
て
し
ま
っ
た
「
水

道
法
改
正
」で
、コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
化

（
注
）、
つ
ま
り
今
の「
事
業
委
託
」と

は
ま
っ
た
く
異
な
る「
運
営
権
譲
渡
」

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。宮
城
県
で

は
来
年
度
に
本
格
検
討
が
始
ま
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

水
道
事
業
は
救
え
な
い

　

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
部
会
は
昨
年
7
月
、
岸
本
聡
子
さ

ん（
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
研
究
所
）

を
招
き
、
水
道
民
営
化
が
世
界
各
地

で
破
綻
し
、
市
民
が
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
再
び
公
営
化
へ
と
政
策
転
換

し
た
流
れ
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
流
れ
を
描
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
「
最
後
の
一
滴
ま
で
」
上
映
会

＆
内
田
聖
子
さ
ん
（
P
A
R
C
共
同

代
表
）
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
8
月
3

日
に
、
足
元
の
武
蔵

野
市
の
水
事
情
を

正
し
く
知
る
た
め

市
の
水
道
部
職
員

を
招
い
て
聞
く
「
武

蔵
野
の
水　

今
と

こ
れ
か
ら
」
を
8
月

30
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

武
蔵
野
の
水
―
―

今
と
こ
れ
か
ら

　

武
蔵
野
市
は
、
昭

島
市
・
羽
村
市
と
共

に
、
都
営
水
道
に
参

加
せ
ず
、
単
独
事
業
を
続
け
て
き
た

（
自
前
職
員
が
い
る
）一
方
、
災
害
時

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
か
ら
2
0
0
8
年
「
都
営
水

道
一
元
化
を
め
ざ
す
」
方
向
に
舵
を

切
り
、
困
難
な
東
京
都
と
の
交
渉
の

途
中
段
階
に
い
る
と
い
う
、
市
民
に

は
大
変
わ
か
り
に
く
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

現
在
で
も
地
下
水
１
０
０
％
の
水

道
を
独
自
の
事
業
で
賄
っ
て
い
る
昭

島
・
羽
村
と
は
違
い
ま
す
が
、「
地
下

水
８
：
都
水
２
」の
割
合
で
飲
む
水
へ

の
武
蔵
野
市
民
の
愛
着
は
非
常
に
強

く
、
学
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か

ら
は
次
々
に
「
水
道
法
改
正
で
民
営

化
さ
れ
、お
い
し
い
地
下
水
が
飲
め
な

く
な
る
？
」「
身
近
で
頼
り
に
な
る
市

水
道
部
職
員
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
？
」「
都
知
事
次
第
で
、
東
京
水

道
も
民
営
化
に
走
っ
て
し
ま
う
？
」と

い
っ
た
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。会
場
か

ら
は
昭
島
市
職
員
О
Ｂ
が
補
足
発
言

し
て
く
だ
さ
る
場
面
も
。

　

人
口
減
と
水
需
要
大
幅
減
に
よ

り
、
全
国
で
は
事
業
の
広
域
化
や
一

定
の
見
直
し
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、「
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
化
」
は
特
効
薬
に
は

な
り
得
な
い
こ
と
が
明
白
な
今
、
民

営
化
に
は
と
う
て
い
賛
成
で
き
ま

せ
ん
。

足
元
の
水
源
―
―
地
下
水
を
保

全
し
、
飲
み
続
け
よ
う
！

　

多
摩
地
域
の
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
小
金
井
市
で
地
下
水
保
全
条

例
を
議
員
提
案
で
実
現
し
た
他
、
国

分
寺
市
で
は
ネ
ッ
ト
設
立
以
来
、
ハ

ケ
の
湧
水
や
井
戸
を
市
民
と
共
に
継

続
し
て
調
査
す
る
な
ど
、
足
元
の
地

下
水
を
「
保
全
し
な
が
ら
飲
み
続
け

る
」「
水
道
水
源
と
し
て
位
置
づ
け

る
」こ
と
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
ま
、本
当
に
必
要
な
の
は
、私
た

ち
が
水
の
あ
り
よ
う
を
き
ち
ん
と
知

り
、「
水
の
自
治
」
を
進
め
る
こ
と
。

浄
水
場
や
配
管
網
の
耐
震
整
備
率
、

漏
水
率
（
東
京
は
ダ
ン
ト
ツ
1
位
で

漏
れ
が
少
な
い
）、災
害
時
に
使
え
る

井
戸
な
ど
、
市
民
が
怠
り
な
く

チ
ェ
ッ
ク
を
続
け
発
言
し
て
い
く
こ

と
で
、水
を
守
っ
て
い
く
と
き
で
す
。

（
注
）コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
：
あ
る
特
定
の

地
理
的
範
囲
や
事
業
範
囲
に
お
け
る
公
共

イ
ン
フ
ラ（
空
港
、
道
路
、
上
下
水
道
な
ど
）

に
つ
い
て
、
所
有
権
を
国
や
地
方
自
治
体
な

ど
の
公
共
団
体
が
保
有
し
た
ま
ま
、
事
業
・

運
営
・
開
発
な
ど
の
運
営
権
を
一
定
期
間
、

民
間
へ「
譲
渡
」す
る
方
式

都議会第３回定例会を終えて
東京２０２０大会、文書管理の徹底を問う
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

　

都
議
会
第
３
回
定
例
会
（
2
0
1
9

年
9
月
3
日
～
18
日
）
が
閉
会
し
た
。

所
属
す
る
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
な
ど
へ
の
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
報
告

す
る
。

東
京
２
０
２
０
大
会
の
意
思
決
定
過

程
、
組
織
委
員
会
の
文
書
も
含
め
、
都

が
保
存
・
管
理
せ
よ

　

今
議
会
で
は
、
来
年
４
月
の
都
立
公

文
書
館
の
開
館
（
国
分
寺
市
）
に
あ
わ

せ
、
公
文
書
管
理
条
例
を
改
正
。歴
史

的
公
文
書
の
位
置
づ
け
や
公
文
書
館

で
の
利
用
、
公
文
書
管
理
委
員
会
の
設

置
、
出
資
等
法
人
や
指
定
管
理
者
の
努

力
義
務
な
ど
が
加
わ
っ
た
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
P
K
O
派
遣
部
隊
の

日
報
問
題
や
森
友
・
加
計
問
題
な
ど
、

公
文
書
の
改
ざ
ん
・
廃
棄
・
隠
ぺ
い
が

明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
な
か
っ
た
こ
と
に

さ
れ
る
今
、
都
は
率
先
し
て
都
政
の
透

明
化
を
推
進
し
、
現
在
お
よ
び
将
来
の

都
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
く
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
だ
。

　

特
に
、
東
京
２
０
２
０
大
会
に
関
し

て
は
、
東
京
都
だ
け
で
な
く
組
織
委
員

会
も
、
意
思
決
定
過
程
の
記
録
を
残

し
、
き
ち
ん
と
整

理
・
保
管
す
る
べ
き

だ
。

　

長
野
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
資
料
焼

却
事
件
や
今
回
の

招
致
経
過
な
ど
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

闇
の
部
分
が
多
く

つ
き
ま
と
う
。一
体

ど
れ
だ
け
費
用
が

膨
れ
上
が
っ
た
の

か
事
後
の
検
証
も

必
要
だ
。歴
史
的
イ

ベ
ン
ト
だ
か
ら
こ

そ
、同
じ
轍
を
踏
ま

な
い
よ
う
に
、
都

が
、組
織
委
員
会
の

文
書
も
含
め
て
取

得
し
、保
存
・
管
理

す
べ
き
だ
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ(

性
自
認
・
性
的
指
向)

基

本
計
画
」
に
、
当
事
者
の
声
を

　
「
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う

た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念
の
実
現

を
め
ざ
す
条
例
」
に
基
づ
き
示
さ
れ
た

全
国
初
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
基
本
計
画
」
案

に
対
し
、
当
事
者
・
支
援
者
団
体
な
ど

か
ら
、
苦
情
処
理
機
関
の
設
置
、
当
事

者
を
含
む
会
議
体
の
設
置
、
条
例
の
周

知
・
啓
発
な
ど
多
く
の
意
見
や
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
。生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
特
に
子
ど
も
や
若
者
が
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

に
関
わ
る
悩
み
な
ど
で
孤
立
す
る
こ

と
な
く
自
己
肯
定
感
を
持
て
る
よ
う
、

相
談
窓
口
の
周
知
カ
ー
ド
の
工
夫
と

学
校
な
ど
を
通
じ
た
配
布
、
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
な
る
当
事
者
に
出
会
う
機
会

な
ど
積
極
的
な
対
応
を
求
め
た
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
制
定
に
む

け
、
行
政
支
援
と
と
も
に
支
援
団
体
の

充
実
を

　

第
４
回
定
例
会
の
条
例
案
提
出
に

先
立
ち
、基
本
的
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
犯
罪
被
害
者

等
の
身
体
的
・
精
神
的
苦
痛
、
経
済
的

負
担
な
ど
の
支
援
と
と
も
に
、
相
談
窓

口
に
最
も
多
く
寄
せ
ら
れ
る
性
犯
罪
・

性
暴
力
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
再
三
要

望
し
て
き
た
。泣
き
寝
入
り
に
な
ら
な

く
て
す
む
よ
う
、
行
政
支
援
は
も
と
よ

り
、被
害
者
等
支
援
団
体
へ
の
財
政
、人

材
確
保
の
充
実
へ
の
対
応
を
求
め
た
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
法
制
化
を
求
め
る
意

見
書
、
自
民
党
が
反
対
。
国
へ
の
提
出

な
ら
ず
遺
憾

　

文
教
委
員
会
に
選
択
的
夫
婦
別
姓

法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
案
が
提
出

さ
れ
た
が
、自
民
党
が
反
対
。全
会
一
致

と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
都
議
会
か
ら
の

意
見
書
提
出
は
実
現
し
な
か
っ
た
。夫

婦
同
姓
を
義
務
づ
け
て
い
る
国
は
日
本

だ
け
で
あ
り
、
同
姓
と
別
姓
の
ど
ち
ら

で
も
選
べ
る
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導

入
に
賛
同
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。意

見
書
提
出
見
送
り
は
、
都
議
会
が
前
時

代
的
で
あ
り
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
か

う
社
会
の
動
き
に
逆
行
し
て
い
る
と
い

う
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。国
会
で
の
法

制
化
議
論
が
滞
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

「アイたちの学校」練馬上映会
10月18日（金）18：00～ 20：40　練馬区立生涯学習センター（練馬駅10分）　宋智香（ソ
ンチヒャン）ギター弾き語り　1000円、高校生以下無料　実行委員会070-5460-7955（伊丹）

共生共走5時間リレーマラソン
10月20日（日）10：30スタート～15：30ゴール　八潮パークタウン多目的広場（品川区八潮
5-11）　チームによるリレーマラソン、模擬店、ステージ　だれもがともに連絡会03-6426-7788

ゼネコンと国策―辺野古受注企業の知られざる歴史
10月26日（土）18：30 ～　東京ボランティア・市民活動センターA会議室（飯田橋駅）
報告：加藤宣子　500円　Stop！辺野古埋め立てキャンペーン　http://stop-henoko-
umetate.blogspot.jp

しながわチャイルドライン公開講座2019
講座A：10月29日（火）19：00 ～ 21：00　あそびの生まれる場所：西川正（NPO法人ハン
ズオン埼玉理事）／講座B：11月19日（火）19：00 ～ 21：00　子どもたちの貧困：阿部彩（首
都大学東京教授）　立正大学11号館5階1151教室（大崎広小路駅）　各講座600円
NPO法人しながわチャイルドライン03-5462-2868

科学者とシェフが語る　遺伝子組み換え食品と農薬の危険性
10月31日（木）12：30 ～ 16：30　東京ウィメンズプラザホール（表参道駅）　講師：ジル＝
エリック・セラリーニ（分子生物学者）、ジェローム・ドゥーズレ（シェフ/レストラン経営者）
逐次通訳　2000円　要予約　日本消費者連盟／遺伝子組み換え食品いらない！キャン
ペーン03-5155-4765

ど
う
す
る
？
東
京
の
水
道
―
―

武
蔵
野
発
連
続
学
習
会
か
ら

「
水
」は
、命
を
守
る
と
り
で
‼

編集後記／ 9月19日、福島原発事故の責任を問う東電刑事裁判の判決。東京地裁は勝俣恒久元会長、武黒一郎元副社長、武
藤栄元副社長の3被告を無罪とした。「万が一にも事故は起こさないお約束は守られず原発が人々の命、健康、暮らしを破壊しても、
誰も責任を取らなくて良いということを裁判所が後押ししてしまった」（森松明希子さん）不当な判決だ。／国際社会では、ICRP（国
際放射線防護委員会）が、年間被ばく線量の放射線防護の目安を引き上げる新勧告案をまとめ、パブコメ（10月25日まで）を
募集している。日本語での意見も受けつける。原発過酷事故を引き起こした日本政府にとって好都合な「引き上げ」を認めてよい
のだろうか。共に、多くの声を出していこう。（上坂）

生活者ネットワークは、毎年、都内各地域で市民とともに、水辺・生き物調査に取り組ん
でいる。継続した調査は、私たちの身近なまちの水辺はどうなっているのか、私たちの暮
らしにどんな影響や価値をもたらしているのかを考える機会となっている。調査を報告
するリーフレット（部分）

武
蔵
野
市
民
発
で
開
催
し
て
い
る
連
続
学
習
会
、第
2

弾「
武
蔵
野
の
水
　
今
と
こ
れ
か
ら
」で
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
の
水
政
策
に
つ
い
て
報
告
す
る
武
蔵
野
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市
議
、西
園
寺
み
き
こ
。8
月
30
日


